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　　メリーズ・グループと企業・学術機関・研究機関などの協
力から生まれた、最新鋭の発酵完熟堆肥化施設です。
　その処理能力はメリーズ・グループ最大規模を誇ります。
処理単価（装置の減価償却とランニング経費のコスト）は１５
円/kg。また、オリックス環境株式会社と連携し、カーボンフ
リー（※１）も実現しました。
　千葉県松戸市より一般廃棄物処理の認可をいただき、東
京デリカフーズ㈱の野菜残渣と今後は松戸市内小中学校の
給食残渣を処理する予定です。
　メリーズシステム松戸資源循環センターは５００kg/日処理
機×６台、1トン/日処理機×２台で構成され、１日最大５トン
の食品残渣を１次処理します。半年に１度、１次処理された
発酵分解床は堆肥化装置で２次、３次処理され、完熟堆肥
化して土壌改良材「和み」を製造します。製造された堆肥・土
壌改良材は松戸市内の契約農家(梨園等)や東京デリカフー
ズ㈱の契約農家等（野菜）に提供して、農作物の生産に使用
されます。そして生産された農作物は都内のスーパーや食
品加工の工場に販売され、消費者にお届けされます。これに
より、食品残渣の地域内循環システムを構築します。

　　　　《メリーズシステム松戸資源循環センターの効果》
焼却処理と比較した場合、
　　①食品廃棄物の削減　　　　　　　　　　　１，８００トン/年
　　②最終焼却灰の埋立地不要分　　　　　　　１８０トン/年
　　③ＣO２排出削減量　　　　　　　　　　　　　　 １３６トン/年

　※1ｶｰﾎﾞﾝﾌﾘｰ
       人間の生活や企業の経済活動を通して排出された二酸化炭素
　　　　（CO2）などの温室効果ガスを、植林・森林保護活動、クリーンエ
　　　　ネルギー事業などに投資する事によって、排出した分を相殺（オ
　　　　フセット）し、二酸化炭素などの排出を実質ゼロにとすること

～ニュース～

ストップ温暖化「一村一品」大作戦全国大会にて特別賞受賞
　2月14日(土)、15日(日)、THE　ＧＲＡＮＤ　ＨＡＬＬ(東京,品川）にて福岡県
の代表として、減ＣＯ2（げんこつ）取組みの発表を行いました。その結果、
特別賞『地域まるごと連携賞』をいただきました。
　ﾒﾘｰｽﾞｼｽﾃﾑにご参加いただいていますハチドリの皆様との連携が高い
評価を受けました。今後もますます連携の強化とリサイクルの輪（和）をひ
ろげてまいります。

　新しいハチドリが誕生しました！

　　　　　　　処理能力は年間約１，８００トン。
　　地域内循環の『要』として最新鋭施設が稼動しました。

メリーズシステム松戸資源循環センター

松戸資源循環センターのフロー図

1次処理機へ自動投入

運びこまれた野菜残渣

破砕機を使い粉砕処理

2次、3次処理用堆肥化装置

　㈱メリーズ・ジャパンと楽しい㈱は、オリックス環境㈱と連携し、
カーボンオフセットを3月より実施します。
　これまで提供してきました食品残渣の地域内循環システム、メ
リーズシステムでは、従来の収集・運搬・焼却処理に比べて４３％
のＣＯ2削減効果を上げてきました。（ＬＣＡ評価による）

　今回、残り５７％のＣＯ2を、カーボンオフセットという手法で相殺

することにより、ＣＯ2の排出ゼロ（ｶｰﾎﾞﾝﾌﾘｰ）が可能となります。

環境省・自主参加型国内排出量取引制度（ＪＶＥＴＳ）で取引され
る排出枠（ＪＰＡ）を使い、オリックス環境㈱から排出枠を購入して
当社の生ゴミ処理機をお使いのユーザー様へその排出枠を販売
します。これによりお客様から排出される生ゴミ（食品残渣）からの
ＣＯ2排出量はゼロとなります。

　省エネやＩＳＯ１４００１などすでにＣＯ2削減活動に取り組まれて

いるお客様に、更なる高付加価値サービスを提供します。
詳細は㈱メリーズ・ジャパン、楽しい㈱までお問い合わせください。

～お知らせ～
環境省食品リサイクル制度に関する説明会が開催されます。
日時　　平成21年3月11日（水）　13:00～17:00
場所　　サンメッセ鳥栖
住所　　鳥栖市栖本町１８１９
内容　　食品リサイクル制度における登録再生事業者制度の説明
　　　　　リサイクルループの事例紹介
　　　　　再生利用施設の現場見学
応募先　　　　　　　　財団法人　日本環境衛生センター
お問い合せ　　　　　ＴＥＬ　０９２－５７２－１３２６
　　　　　　　　　　　　定員があり、先着順です　※メリーズシステムの事例を紹介します

顧客より食品残渣をｾﾝﾀｰに搬入
↓
計量
↓
粉砕処理（粉砕不要なものは直接1次処理機へ投入）
↓
1次処理（微生物による発酵分解処理）
↓
脱塩分、脱油脂分処理
↓
2次、3次処理（完熟堆肥化処理）
↓
完熟堆肥、特殊肥料(土壌改良材）

目標保有参加者
（企業）

ｵﾘｯｸｽ環境
（取引参加者）

排出枠

売却

ＪＰＡ

環境省

ＪＰＡ

ＬＣＡ評価で算出された
ＣＯ２排出量

取引口座に移転

オフセット対価の支払い オフセット証書の発行

お客様　オフセット参加方法

④オフセット証明書の発行

③オフセット対価の支払

②オフセット契約

①ＬＣＡ評価報告書の発行

ご参加によるＣＯ２削減例

■1日１００kgの食品残渣を排出している事業所様の場合
①従来の収集・運搬・焼却処理する場合のCO２の排出量　　　２．８ｔ-CO2/年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓４３％削減

②メリーズシステム参加の場合のCO２の排出量　　　　　　　　 １．６ｔ-CO2/年

　(①に比して４３％の削減） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓５７％削減

③カーボンオフセットサービスご利用の場合のCO２の排出量      ０ｔ-CO2/年

　(①に比して１００％の削減）　　　　　　　　　　　　　カーボンフリーを実現

取組図

松戸資源循環ｾﾝﾀｰ

土壌改良材「和み」の製造

「食品残渣の地域内循環＋オフセット」で高付加価値サービスを実現

カーボンオフセットサービスが始まります！！

㈱メリーズジャパン

楽しい㈱
メリーズシステ
ム参加事業所

オフセット契約

ＣＯ２排出ゼロＣＯ２排出ゼロ


